
令和３年度原子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業交付金を活用した事業概要の公表について

（自治体名　　伊方町　）

道県又は市町村 事業主体 交付金事業の名称 交付金事業の概要 総事業費 交付金充当額 交付金事業の実施場所 備考

伊方町九町

伊方町 伊方町
伊方町消防設備整備事業
（伊方町消防団小型動力ポンプ積載車購入事
業）

老朽化した小型動力ポンプ車の更新を行う。 12,716,000 12,716,000 伊方町正野、串

伊方町 伊方町
伊方町消防設備整備事業
（伊方町消防団九町分団４部消防ポンプ格納
庫解体・新築工事設計業務委託）

老朽化した格納庫の解体・新築工事に係る設計を行う。 3,520,000 3,520,000

伊方町 伊方町
伊方町環境施設等整備事業
（伊方町一般廃棄物最終処分場整備事業調
査・設計業務委託）

一般廃棄物最終処分場の整備に係る調査及び設計を行う。 26,256,000 26,256,000 伊方町九町

伊方町九町

伊方町 伊方町
伊方町医療福祉施設等整備事業
（診療所電子カルテ導入事業）

手書きによる診療経過の記載等、医師の負担軽減を図ること、診療所間の連携や
遠隔診療等の導入を進めることに資するため電子カルテを導入する。

19,228,000 19,228,000 伊方町九町、三机

伊方町 伊方町
伊方町環境施設等整備事業
（伊方町一般廃棄物最終処分場整備事業生活
環境影響調査業務委託）

一般廃棄物最終処分場の整備に係る生活環境影響調査を行う。 11,880,000 11,880,000

伊方町 伊方町
伊方町道路施設等ｊ整備事業
（町道４２号線道路改良工事）

道路交通の改善を図るため、幅員の拡張及び線形の改良を行う。 38,988,000 38,988,000 伊方町九町

伊方町 伊方町
伊方町道路施設等ｊ整備事業
（町道大佐田名取口線道路改良工事）

道路交通の改善を図るため、幅員の拡張及び線形の改良を行う。 35,051,000 32,340,000 伊方町名取

伊方町 伊方町
伊方町道路施設等ｊ整備事業
（町道宇和海線道路防災工事）

落石等を防止するため、擁壁、防護柵の設置等を行う。 82,872,000 82,872,000 伊方町川之浜

伊方町 伊方町
伊方町道路施設等ｊ整備事業
（大久東農道法面対策工事）

近年の大雨により山側法面が不安定な状態であり、崩壊する危険性があるため、
法面対策工事を行う。

33,962,000 31,460,000 伊方町大久

伊方町 伊方町
伊方町道路施設等ｊ整備事業
（茅トンネル他照明設備更新設計委託業務）

トンネル内の照明設備をＬＥＤ照明設備に更新する。 5,940,000 5,940,000 伊方町中浦

伊方町 伊方町
伊方町道路施設等整備事業
（二名津地区水路改修工事基金）

豪雨の際にも適切な排水を行うことを可能とするため、水路改修工事の財源として
基金を造成する。

59,400,000 59,400,000 伊方町二名津

伊方町 伊方町
伊方町医療福祉施設等整備事業
（三崎保健福祉センター屋上改修工事）

経年劣化により雨漏りが生じていることから、屋上改修工事を行う。 12,925,000 12,925,000 伊方町三崎



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共施設に係る整備、維持補修及び維持運営措置
伊方町消防設備整備事業
（伊方町消防団九町分団４部消防ポンプ格納庫解体・新築工事設計業務委託）

公共施設に係る整備、維持補修及
び維持運営措置

伊方町消防設備整備事業
（伊方町消防団九町分団４部消防ポンプ格
納庫解体・新築工事設計業務委託）

措置名 交付金事業の名称

 交付金事業者名又は間接交付金事業者名 　伊方町

備考

1 伊方町 3,520,000 3,520,000

番号
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

整備後、１年間の数値で評価するため、令和5年度に評価します。
交付金事業の定性的な成果及び評価等

例年より多くの火災が発生しましたが、各消防分団の連携により被害を最小限に抑えることができました。今後は、継続的
な消防団活動に加え防災無線を用いた注意喚起等を行うことで、火災発生件数を抑えていきたく存じます。

交付金事業実施場所 　伊方町九町

交付金事業の概要
日頃から町民同士の支え合いを基盤とする防災・原災対策を進め、危機管理体制を強化することとしており、消防設備を整
備することにより災害時等に確実・効率的かつ迅速な対応ができるよう防災・消防体制の強化を図る。
　消防ポンプ格納庫　調査設計　ＲＣ造２階建60㎡程度

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
伊方町第２次総合計画後期基本計画
　　基本目標[３]防災・減災～災害に強い、安全なまちづくり
　　　施策3-1 防災・消防体制の充実
　　　　1 消防体制の強化
　　　　　事業名　消防施設整備事業（町内全域）

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

5以下
達成度 ％ 0.00

評価年度の設定理由

事業期間の設定理由
評価年度　　令和５年度

令和4年度における年間火災発生件
数
５件以下

過去３年平均
平成29年度５件　平成30年度４件
令和元年度６件

成果実績 件

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位
9

目標値 件

年度

達成度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 年度 年度
活動実績
活動見込



交付金事業の担当課室 総務課　危機管理係
交付金事業の評価課室 総務課　危機管理係

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

伊方町消防団九町分団４部消
防ポンプ格納庫解体・新築工

事設計業務委託（請負）
　制限付一般競争入札 株式会社大建設計工務　 3,520,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号
1

交付金事業の活動指標及び
活動実績 活動見込

活動実績

達成度

活動指標 単位 年度

町全体においては、例年より多くの火災が発生しましたが、今回消防積載車を導入した串・正野地区においては、火災は発
生しませんでした。これは、地元消防団による日々の防火活動や訓練が大きく貢献したものであると考えます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

年度 年度

評価年度の設定理由
整備後、１年間の数値で評価するため、令和5年度に評価します。

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和５年度

年間火災発生件数
５件以下

過去３年平均
平成29年度５件
平成30年度４件
令和元年度６件

成果実績 件 9

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の概要
日頃から町民同士の支え合いを基盤とする防災・減災対策を進め、危機管理体制を強化することとしており、消防設備を整
備することにより災害時等に確実・効率的かつ迅速な対応ができるよう防災・消防体制の強化を図る。
　消防積載車　普通車両２台

達成度 ％ 0.00

5以下

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
伊方町第２次総合計画後期基本計画
　　基本目標[３]防災・減災～災害に強い、安全なまちづくり
　　　施策3-1 防災・消防体制の充実
　　　　1 消防体制の強化
　　　　　事業名　消防施設整備事業（町内全域）

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

目標値 件

交付金充当額 備考

1
公共施設に係る整備、維持補修及び維
持運営措置

伊方町消防設備整備事業
（伊方町消防団小型動力ポンプ積載車
購入事業）

伊方町 12,716,000 12,716,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

 交付金事業者名又は間接交付金事業者名 　伊方町
交付金事業実施場所 　伊方町正野、串

措置名 交付金事業の名称
公共施設に係る整備、維持補修及び維持運営措置  伊方町消防設備整備事業（伊方町消防団小型動力ポンプ積載車購入事業）



交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 総務課　危機管理係

　伊方町消防団小型動力ポン
プ積載車購入事業（売買）

　制限付一般競争入札 　株式会社ヤマダ 12,716,000

交付金事業の担当課室 総務課　危機管理係



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号
1

年度

達成度

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位

-

目標値

今回の調査により、新たな一般廃棄物最終処分場の建設に必要な要件等を算出することができました。地質調査等の結果に
よって、当初予定していた建設計画では処分場建設が難しいことが分かりました。よって、今回の調査はより良い最終処分
場建設に寄与することができました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 年度 年度
活動実績
活動見込

評価年度の設定理由
他の事業が繰越になったため、令和5年度に事業を評価します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価年度　　令和５年度

廃棄物の適正な処理による、生活
環境の保全の向上

-

成果実績 -

- -

達成度 - -

交付金事業実施場所 　伊方町九町

交付金事業の概要
現在の最終処分場は、予想を超えた搬入量により残容量が少なくなったため、新しく最終処分場を整備する必要があり、本
事業により建設に必要な調査設計を行う。
　基本設計、測量、地質調査、地質解析　一式

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画後期基本計画
　　基本目標[２]社会基盤～生活基盤が整った、快適なまちづくり
　　　施策2-1 資源循環型社会の実現
　　　　2 適切な廃棄物処理体制の整備

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度
事業期間の設定理由

 交付金事業者名又は間接交付金事業者名 　伊方町

備考

1
公共施設に係る整備、維持補修及
び維持運営措置

伊方町環境施設等整備事業
（伊方町一般廃棄物最終処分場整備事業調
査・設計業務委託）

伊方町 26,256,000 26,256,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

措置名 交付金事業の名称
公共施設に係る整備、維持補修及び維持運営措置  伊方町環境施設等整備事業（伊方町一般廃棄物最終処分場整備事業調査・設計業務委託）



交付金事業の担当課室 町民課　環境対策係
交付金事業の評価課室 町民課　環境対策係

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

伊方町一般廃棄物最終処分場
整備事業調査・設計業務委託
（請負）

　制限付一般競争入札 八千代エンジニヤリング株式会社 26,256,000



別紙 （変更なし）
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号
1

達成度
活動見込

年度

他の事業が繰越になったため、令和5年度に事業を評価します。
交付金事業の定性的な成果及び評価等

今回の調査は、新たな一般廃棄物最終処分場を建設するにあたり必要になる届出書の作成に必要な調査でした。今回の調査
によって適切に最終処分場を建設することができ、廃棄物の適正な処理による、生活環境の保全の向上に寄与することがで
きたと言えます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 年度 年度
活動実績

-

達成度 - -

評価年度の設定理由

措置名 交付金事業の名称
公共施設に係る整備、維持補修及び維持運営措置  伊方町環境施設等整備事業（伊方町一般廃棄物最終処分場整備事業生活環境影響調査業務委託）

備考

1
公共施設に係る整備、維持補修及び維
持運営措置

伊方町環境施設等整備事業
（伊方町一般廃棄物最終処分場整備事
業生活環境影響調査業務委託）

伊方町 11,880,000 11,880,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

事業期間の設定理由
評価年度　　令和５年度

廃棄物の適正な処理による、生活
環境の保全の向上

-

成果実績 -

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位

-

目標値 -

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画後期基本計画
　　基本目標[２]社会基盤～生活基盤が整った、快適なまちづくり
　　　施策2-1 生活環境の充実
　　　　2 適切な廃棄物処理体制の整備

 交付金事業者名又は間接交付金事業者名 　伊方町

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

交付金事業実施場所 　伊方町九町

交付金事業の概要
現在の最終処分場は、予想を超えた搬入量により残容量が少なくなったため、新しく最終処分場を整備する必要があり、本
事業により建設に必要な調査設計を行う。
　生活環境影響評価　一式



交付金事業の担当課室 町民課　環境対策係
交付金事業の評価課室 町民課　環境対策係

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

伊方町一般廃棄物最終処分場
整備事業生活環境影響調査業

務委託　（請負）
制限付一般競争入札　 　株式会社日建技術コンサルタント松山事務所 11,880,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号
1

年度

達成度

本道路は町の主要観光施設である亀ヶ池温泉と国道を接続する道路でもあり、町内外関わらず多くの人が利用しています。
今回の改良により、通行が容易となり、利用者の安心安全の向上を図ることができました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 年度 年度
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位
3.47

目標値 ％ 3.47
達成度 ％ 100.00

評価年度の設定理由
他の事業が繰越になったため、令和5年度に事業を評価します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価年度　　令和５年度

総延長2,978.6ｍのうち103.4ｍ
（3.47％）の改良

改良103.4ｍ÷総延長2,978.6ｍ
成果実績 ％

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度
事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 　伊方町九町

交付金事業の概要
　本線は、町の地域防災計画における主要道路に位置づけられた、国道と集落を結ぶ重要路線であるが、道路幅員の狭さと
線形の悪さから車両の道路交通に支障をきたしているため、道路改良を行うことにより地域住民の安心安全の向上を図る。
　延長L=103.4m

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
伊方町第２次総合計画後期基本計画
　基本目標[２]社会基盤～生活基盤が整った、快適なまちづくり
　　施策2-2 道路・河川の整備、交通環境の充実
　　　4 公共土木施設維持補修
　　　　事業名　公共土木施設維持補修
　　　　※地域住民の生活向上、町全体の発展に寄与する。

措置名 交付金事業の名称
公共施設に係る整備、維持補修及び維持運営措置  伊方町道路施設等整備事業（町道42号線道路改良工事）

 交付金事業者名又は間接交付金事業者名 　伊方町

備考

1
公共施設に係る整備、維持補修及
び維持運営措置

伊方町道路施設等整備事業
（町道42号線道路改良工事）

伊方町 38,988,000 38,988,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額



交付金事業の担当課室 建設課　地域整備係
交付金事業の評価課室 建設課　地域整備係

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

町道42号線道路改良工事
（請負）

制限付一般競争入札 浪下建設有限会社 38,988,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号
1

年度

達成度

今回の道路改良により、離合が困難であること等が解消され、地域住民の安心安全の向上を図ることができました。また、
令和4年度において名取地区内で火災が３件発生しましたが、本道路を改良したことにより、緊急車両のスムーズな通行を
可能にし、迅速な消火活動を行うことができました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 年度 年度
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位
1.00

目標値 ％ 1.00
達成度 ％ 100.00

評価年度の設定理由
他の事業が繰越になったため、令和5年度に事業を評価します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価年度　　令和５年度

総延長8,313.1ｍのうち83.2ｍ
（1.00％）の改良

改良83.2ｍ÷総延長8,313.1ｍ
成果実績 ％

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度
事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 　伊方町名取

交付金事業の概要
　本線は、町の地域防災計画における主要道路に位置づけられた、名取地区内を通る重要路線であるが、道路幅員の狭さと
線形の悪さから車両の道路交通に支障をきたしているため、道路改良を行うことにより地域住民の安心安全の向上を図る。
　延長L=83.2m

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
伊方町第２次総合計画後期基本計画
　基本目標[２]社会基盤～生活基盤が整った、快適なまちづくり
　　施策2-2 道路・河川の整備、交通環境の充実
　　　4 公共土木施設維持補修
　　　　事業名　公共土木施設維持補修
　　　　※地域住民の生活向上、町全体の発展に寄与する。

措置名 交付金事業の名称
公共施設に係る整備、維持補修及び維持運営措置  伊方町道路施設等整備事業（町道大佐田名取口線道路改良工事）

 交付金事業者名又は間接交付金事業者名 　伊方町

備考

1
公共施設に係る整備、維持補修及
び維持運営措置

伊方町道路施設等整備事業
（町道大佐田名取口線道路改良工事）

伊方町 35,051,000 32,340,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額



交付金事業の担当課室 建設課　地域整備係
交付金事業の評価課室 建設課　地域整備係

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

町道大佐田名取口線道路改良
工事（請負）

制限付一般競争入札 堀田建設株式会社伊方支店 35,051,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号
1

年度

達成度

今回の工事により、幅員を狭める要因となっていたコンクリートブロックを撤去することができ、充分な道路幅員を確保す
ることができました。また、落石防止のために擁壁工を施したことで以前よりも安全に道路を通行することができ、地域住
民の安心安全の向上を図ることができました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 年度 年度
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位
0.35

目標値 ％ 0.35
達成度 ％ 100.00

評価年度の設定理由
事業完了後に評価を行うため、令和5年度に事業を評価します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価年度　　令和５年度

総延長14,382.4ｍのうち50.0ｍ
（0.35％）の改良

改良50.0ｍ÷総延長14,382.4ｍ
成果実績 人

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和４年度
事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 　伊方町川之浜

交付金事業の概要
　本線は、町の地域防災計画における主要道路に位置づけられた、国道と集落を結ぶ重要路線であるが、現在、法面からの
落石等をコンクリートブロックで防いでいるため、道路幅員が減少し車両の道路交通に支障をきたしている。道路改良を行
うことにより地域住民の安心安全の向上を図る。　延長L=50.0m

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
伊方町第２次総合計画後期基本計画
　基本目標[２]社会基盤～生活基盤が整った、快適なまちづくり
　　施策2-2 道路・河川の整備、交通環境の充実
　　　4 公共土木施設維持補修
　　　　事業名　公共土木施設維持補修
　　　　※地域住民の生活向上、町全体の発展に寄与する。

措置名 交付金事業の名称
公共施設に係る整備、維持補修及び維持運営措置  伊方町道路施設等整備事業（町道宇和海線道路防災工事）

 交付金事業者名又は間接交付金事業者名 　伊方町

備考

1
公共施設に係る整備、維持補修及
び維持運営措置

伊方町道路施設等整備事業
（町道宇和海線道路防災工事）

伊方町 82,872,000 82,872,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額



交付金事業の担当課室 建設課　地域整備係
交付金事業の評価課室 建設課　地域整備係

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

町道宇和海線道路防災工事
（請負）

制限付一般競争入札　 藤川建設有限会社 82,872,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号
1

年度

達成度

今回の法面対策によって、安全に瀬戸アグリトピアにアクセスすることが可能になると同時に、法面崩壊の再発防止に寄与
し、佐田岬ロイヤルリゾートに住民の不安を払しょくすることができました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 年度 年度
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位
-

目標値 - -
達成度 - -

評価年度の設定理由
事業完了後に評価を行うため、令和5年度に事業を評価します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価年度　　令和５年度
斜面崩壊の危険性の高い箇所を整
備し、災害に強いまちづくりと安
全安心で快適な生活を実現する。

-
成果実績 -

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和４年度
事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 　伊方町大久

交付金事業の概要
　本線は、自然・農業体験施設の瀬戸アグリトピアや移住定住時の分譲地として整備された佐田岬ロイヤルリゾートと国道
を結ぶ、地域活性化に寄与する路線であるが、近年の大雨により山側法面が不安定となっており、さらに崩壊する恐れがあ
るため、法面対策を実施し車両通行の安全を図る。

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第2次総合計画後期基本計画
　　基本目標[3]防災・減災～災害に強い、安全安心なまちづくり
　　　施策3-1 防災・消防体制の充実
　　　　2　防災体制の強化
　　　　　※落石及び斜面崩壊の危険性の高い箇所を整備し、災害に強いまちづくりと安全安心で快適な生活を実現する。

措置名 交付金事業の名称
公共施設に係る整備、維持補修及び維持運営措置  伊方町道路施設等整備事業（大久東農道法面対策工事）

 交付金事業者名又は間接交付金事業者名 　伊方町

備考

1
公共施設に係る整備、維持補修及
び維持運営措置

伊方町道路施設等整備事業
（大久東農道法面対策工事）

伊方町 33,962,000 31,460,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額



交付金事業の担当課室 農林水産課　産業振興係
交付金事業の評価課室 農林水産課　産業振興係

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

大久東農道法面対策工事
（請負）

制限付一般競争入札 　有限会社堀保組 33,962,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号
1

 交付金事業者名又は間接交付金事業者名 　伊方町

備考

1
公共施設に係る整備、維持補修及
び維持運営措置

伊方町道路施設等整備事業
（茅トンネル他照明設備更新設計委託業務）

伊方町 5,940,000 5,940,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

措置名 交付金事業の名称
公共施設に係る整備、維持補修及び維持運営措置  伊方町道路施設等整備事業（茅トンネル他照明設備更新設計委託業務）

交付金事業実施場所 　伊方町中浦

交付金事業の概要
　町の地域防災計画における避難経路・緊急輸送に位置付けられており、集落間を結ぶ重要な生活道路である茅トンネル・
城の台トンネルの照明ランプをLED照明設備に更新し、省電力化及び維持費の低減を図るとともに、通行車両、歩行者の安
全を確保し、地域住民の安心安全の向上を図る。

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
伊方町第２次総合計画後期基本計画
　基本目標[２]社会基盤～生活基盤が整った、快適なまちづくり
　　施策2-2 道路・河川の整備、交通環境の充実
　　　1 幹線への接続道路の整備
　　　　※トンネルの機能を良好に保ち、長期的な交通の安全と安心を図る。

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度
事業期間の設定理由

評価年度　　令和６年度

トンネルの機能を良好に保ち、長
期的な交通の安全と安心を図る。

-
成果実績 -

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位
-

目標値 - -
達成度 - -

評価年度の設定理由
工事完了予定が令和５年度のため、令和６年に事業を評価します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 年度 年度
活動実績
活動見込

年度

達成度

交付金事業の担当課室 建設課　地域整備係
交付金事業の評価課室 建設課　地域整備係

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

茅トンネル他照明設備更新設
計委託業務（請負）

制限付一般競争入札 株式会社四電技術コンサルタント松山支店 5,940,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号
1

交付金事業の担当課室 建設課　地域整備係
交付金事業の評価課室 建設課　地域整備係

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
基金造成 積立 - 59,400,000

年度

達成度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 年度 年度
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位
-

目標値 - -
達成度 - -

評価年度の設定理由
工事完了予定が令和６年度のため、令和７年に事業を評価します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価年度　　令和７年度

水路付近の園地及び横断している
道路の防災力を高める。

-
成果実績 -

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度
事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 　伊方町二名津

交付金事業の概要
豪雨の際に適切な排水が行える水路へと改修を行うことによって、水路付近の園地及び横断している道路の防災力を高め
る。
工期が複数年度に亘るため、基金造成により計画的な財源確保を行う。

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
伊方町第２次総合計画後期基本計画
　基本目標[２]社会基盤～生活基盤が整った、快適なまちづくり
　　施策2-2 道路・河川の整備、交通環境の充実
　　　4 公共土木施設維持補修
　　　　事業名　公共土木施設維持補修
　　　　※地域住民の生活向上、町全体の発展に寄与する。

措置名 交付金事業の名称
公共施設に係る整備、維持補修及び維持運営措置  伊方町道路施設等整備事業（二名津地区水路改修工事基金）

 交付金事業者名又は間接交付金事業者名 　伊方町

備考

1
公共施設に係る整備、維持補修及
び維持運営措置

伊方町道路施設等整備事業
（二名津地区水路改修工事基金）

伊方町 59,400,000 59,400,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号
1

年度

達成度

今回の改修工事によって、雨漏れによる建物の更なる劣化を防ぐことができました。これによって施設の安全な維持管理を
図ることができました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 年度 年度
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位

-

目標値 - -

達成度 - -

評価年度の設定理由
他の事業が繰越になったため、令和5年度に事業を評価します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価年度　　令和５年度

設備異常の未然防止及び福祉サー
ビスの円滑な提供による地域住民
の福祉向上

-

成果実績 -

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度
事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 　伊方町三崎

交付金事業の概要
経年劣化した三崎保健福祉センターの屋上防水設備を改修し、雨漏りの改善を図り、施設の安全な維持管理を図る。
屋上防水改修　一式

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第2次総合計画後期基本計画
　　基本目標[1]保健・医療・福祉　～絆で創る、健康長寿と町民総活躍のまちづくり
　　　施策1-1 健康増進活動の推進
　　　　2　生涯にわたる保健事業の実施
　　　　※具体的施策には記載していないが、本事業により、設備のトラブルを未然に防ぐことで、各主要事業（予防接
　　　　　種・健康診断等）を円滑に遂行する。

措置名 交付金事業の名称
福祉対策措置  伊方町医療福祉施設等整備事業（三崎保健福祉センター屋上改修工事）

 交付金事業者名又は間接交付金事業者名 　伊方町

備考

1 福祉対策措置
伊方町医療福祉施設等整備事業
（三崎保健福祉センター屋上改修工事）

伊方町 12,925,000 12,925,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額



交付金事業の担当課室 保健福祉課　中央保健センター
交付金事業の評価課室 保健福祉課　中央保健センター

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

三崎保健福祉センター屋上改
修工事（請負）

制限付一般競争入札 有限会社小松塗装　 12,925,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号
1

年度

達成度

本事業により、医療機器を整備・充実を図ることができました。それにより、地域住民にとって、住み慣れた地域で高度で
良質な医療サービスを提供でき、地域住民の福祉向上を図ることができました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 年度 年度
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位

-

目標値 - -

達成度 - -

評価年度の設定理由
他の事業が繰越になったため、令和5年度に事業を評価します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価年度　　令和５年度

診察所間での情報連携を強化し、
高度で良質な医療サービスの提供
による地域住民の福祉向上

-

成果実績 -

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度
事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 　伊方町九町、三机

交付金事業の概要
　九町診療所及び瀬戸診療所に電子カルテを整備することで、業務の効率化による医師等の負担軽減を図ること及び、診療
所間での患者情報の共有等による良質な医療サービスを提供し、地域住民の安心、安全を確保する。
　九町診療所(電子カルテ)、瀬戸診療所(電子カルテ、医療会計システム)

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第2次総合計画後期基本計画
　　基本目標[1]保健・医療・福祉　～絆で創る、健康長寿と町民総活躍のまちづくり
　　　施策1-2 医療体制の充実
　　　　1 地域医療の充実
　　　　※地域医療を支える診療所の医療機器等の整備・充実により、高度で良質な医療サービスを提供する。

措置名 交付金事業の名称
福祉対策措置  伊方町医療福祉施設等整備事業（診療所電子カルテ導入事業）

 交付金事業者名又は間接交付金事業者名 　伊方町

備考

1 福祉対策措置
伊方町医療福祉施設等整備事業
（診療所電子カルテ導入事業）

伊方町 19,228,000 19,228,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額



交付金事業の担当課室 町民課　医療対策係
交付金事業の評価課室 町民課　医療対策係

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

診療所電子カルテ導入事業
（売買）

制限付一般競争入札 四国メディコム株式会社 19,228,000


	【伊方町（R３繰越分）】事業概要一覧.pdf
	令和3年度基盤整備交付金事業評価報告書（伊方町）



